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本論文 は まず最初 に地区イ メ ー ジ形成 の 新た なモ デル とし て
｢ グレイ ン 論｣ を提案し､

こ の モ デル に基

づ い て ｢ 歴史的イメ ー ジ｣ を対象とした街路イ メ ー ジならびに地区イメ
ー ジ に関する具体的な分析を行 い

､

地区イメ
ー ジ形成 の 要因 に つ い て定性的 ･ 定量的な分析を行 っ て い る 0

本論文 の成果として 評価しう る点は 以下の ように ま とめ られる ｡

( I )
｢ グレイ ン 論｣ は

､ 人間の環境認識単位を ｢ グレイ ン (粒) - 意味を持 っ たひとま とまりの 実体あ

る い は 現象｣ と仮定し､ グレイ ン の 集積 に よ っ て地区イ メ ー ジが形成ざれ るとする モ デル で ある c 本論文

で は モ デル に 関する認知科学的裏付けが弱く､ 今後そ の 点の補強が望まれる
｡

しか し
､

景観評価 に関する

既存研究の 多く に お い て は評価要因を建物 の フ ァ サ
ー ドや舗装な どの実体的要素など に固定して おり､ 自

ずと分析対象とするイ メ ー ジ内容 にも制約があ っ た こ と に比 べ
､

｢ グ レイ ン 論｣ で は 対象とす る イ メ
ー

ジ

が分析者に よ っ て設定可能である点
､
対象とする要素や地区の ス ケ

ー ル に つ い て も可変 である点な どか ら､

より地区イ メ ー ジ形成 の本質 に関わる汎用性 の 高 い モ デル で ある と評価 で きる
｡

また ｢ グレイ ン 論｣ は個別の グレイ ン に対す る評価が集積する こ と に よ っ て 地区に対する評価 が形成さ

れる と考える立場 であり､ 既存研究 に比 べ て より人 の環境認知 に近 い ア プロ ー

チ で あると評価する こ とが

で きる
｡

( 2 ) 次に ｢ 歴史的イメ
ー ジ｣ を対象として

､
グレイ ン の 定義と分類 (主要グ レイ ン 3 種 ､ 補助グレイ ン

2 種､ 中立 グレ イ ン 2 種､ 阻害グレイ ン 4 種の 1 1 種類) を行 い
､

こ れ に基づ い て具体的な街路イ メ
ー

ジ

分析を試み て い る
｡

グレイ ン分類は定性的 であるが
､ 既存研究 に比 べ て簡易な判別方法 で定量的分析を行 っ

て も) る o ある街路が歴史的イ メ
ー

ジ を有すると判断されるた め の グレイ ン 構成比 の条件 を示し
､

また
､

歴

史的イ メ
ー ジ の強さを沿道 の グレ イ ン 構成比から計算す る式 (歴史性印象評価予測式) を提案するな ど

､

明解な分析結果を示し て い る点が評価される ｡

( 3 ) 地区イメ
ー ジ の 分析 に お い て は ､ 地区内を回遊す る状況を室内 で再現する実験を行 い

､
主 に 回遊経

路と地区イメ
ー ジ との 関係 に つ い て分析を行 っ た

｡ そ の結果 ､ 経路と地区イメ
ー

ジが密接 に 関連し ､ 経路

とな っ た街路 ごとの イメ
ー ジ評価よりも地区イメ

ー ジ評価 の 方が強調され る傾向がある こ とを示した
｡

ま

た
､

ある地区 が歴史的イメ ー ジを有する と判断されるため の 経路評価 の条件を定量的に分析した
｡ 地区内

の回遊に着目す る こ と は地区イメ.
- ジ形成 の 初期段階を論ずる上で有効なアプ ロ

ー

チ で ある と思われるが
､

こ れま で こ の 視点に着目した研究 はなく､ 本論文が その 視点 に 立 っ-た分析を行い
､

定量的な成果をあげた

こ と は評価 に催する
｡

( 4 ) ( 2 ) ( 3 ) - の成果は
､

｢ グレイ ン 論｣ の 有効性 の検証 とし て は十分と は言えな い
o

しか し ､

｢ 歴

史的イメ
ー

ジ｣ に 限定され て t , る と は い え｣ グレ イ ン の分類 ･ 構成 と歴史性 の イメ ー ジと の 関係 が明確 に

示され て お り､ 同様 の手法 に よ っ て ざまざまなイメ ー ジ の分析が可能となる と判断され る
D 従来の研究が

厳密な都市構成要素 の測定を必要 とする宇削こ適用範囲が限定され て い た こ とを考えれば
､

｢ グレ イ ン 論→

は より簡便か つ 本質的な都市イメ ー ジ分析手法確立 へ の試み として 高く評価 で き る
｡

( 5 ) 以上の成果 は分析論的な立場か ら の新矧生に 留ま らず､
まち の イメ

ー ジ形成 を目指すま ちブくり の

現場に直接適用する こ とカ可 能で あり､ 計画論的な有用性を合わせ持 つ
o

こ れま で ま ちづ くりの現場 で は
､

街並の 整備水準 とそ の効果 に関す る議論が不十分 で あり､ 本論文の成果 は ｢
ま ちの イメ ー ジ形成｣ と い う

ま ちづ くりの本質的な目的達成に つ ながる極め て 有用な知見 で ある と評価 で きる｡

本論文 は
､ 第

一

に
､ 都市 の地区イ メ ー ジ分析 の汎用的か つ 本質的な枠組みとし て ｢ グレイ ン 諭｣ と い う

モ デル を提案した点､ 第二 に
､
歴史的イ メ ー ジを対象として 街路 ･ 地区ス ケ ー ル で の 定量的な分析を行い

､

地 区イ メ
ー

ジ形成 に つ い て 重要な知見を提琴し た 点々高く評価する こ と が で き る o
そして

､
これ ら の成果

は都市イメ
ー ジ に 関する研究の 新たな展開の可能性を十分 に感じさせ る

~
も の で あり､ 同時に まち づ くりの

実務 に おけ る活用が期待され る｡

よ っ て本論文は博士 (工学) の学位請求論文とし て合格 と認め られ る ｡




